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私
学
事
業
団
学
術
研
究
振
興
基
金
交
付
研
究

「
大
学
生
の
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
防
止
の
た
め
の

介
入
方
法
の
確
立

 

―
心
理
学
・
睡
眠
学
・
教
育
学
か
ら
の
総
合
的
検
討
―
」

（
平
成
2₇
年
度
、
平
成
28
年
度
、
平
成
29
年
度
）

社
会
学
部
人
間
心
理
学
科

福
田
一
彦
　
教
授
（
研
究
代
表
者
）

　
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
人
間
心

理
学
科
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
が
、
学
際
的
な

グ
ル
ー
プ
で
、
浅
岡
章
一
先
生
、
宮
崎
孝
治
先

生
、Tim

othy M
. K

elly

先
生
、中
村
真
先
生
、

室
城
隆
之
先
生
、
山
本
隆
一
郎
先
生
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
大
学
生
の
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
は
、

ど
の
大
学
で
も
同
様
の
悩
み
を
抱
え
て
い
て
、

社
会
的
に
も
注
目
さ
れ
る
研
究
テ
ー
マ
だ
と
思

い
ま
す
が
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ

の
注
目
点
は
、
大
学
生
の
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
の

要
因
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て

き
た
「
学
力
」
や
「
入
学
時
の
志
望
動
機
」
の

問
題
等
に
加
え
て
、
生
活
習
慣
の
乱
れ
に
つ
な

が
る
生
体
リ
ズ
ム
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
事
だ

と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
究
で
は
、
入
学
時
の
学
力
よ
り
も
、

1 

年
次
の
生
活
習
慣
に
関
わ
る
「
変
数
」（
具
体

的
に
は
、
睡
眠
時
間
の
短
さ
や
、
徹
夜
が
多
い
こ

と
や
、
寝
る
時
刻
が
日
に
よ
っ
て
違
う
事
な
ど
）

が
、
そ
の
学
生
が
将
来
、
大
学
か
ら
ド
ロ
ッ
プ
ア

ウ
ト
す
る
か
ど
う
か
に
よ
り
強
く
影
響
し
て
い
る

と
い
う
事
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

1 

、
2 

年
生
の
と
き
に
、
生
活
指
導
を
行
な
う

事
で
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
を
減
ら
せ
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

公
益
財
団
法
人
科
学
技
術
融
合
振
興

財
団
助
成
交
付
研
究

研
究
課
題
「 

I
C
T
問
題
解
決
力
育
成
の
た

め
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
」

（
平
成
29
年
2
月
28
日
か
ら
平
成
₃₁
年
2
月
28
日
ま
で
）

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

情
報
文
化
学
科
　
玉
田 

和
恵
　
教
授

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
知
識
基
盤
社
会
に
お

い
て
、
学
士
力
と
し
て
求
め
ら
れ
る
力
の
中
に

は
、「
汎
用
的
技
能
」「
自
己
管
理
力
」「
統
合

的
な
学
習
経
験
と
創
造
的
思
考
力
」
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
（ 

文
部
科
学
省 

２
０
０
８ 

）。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
私
立
大
学
情
報
教
育

協
会
（
以
下
、「
私
情
協
」）
で
は
、
学
士
力
と

し
て
の 

I
C
T
問
題
解
決
力
（
問
題
解
決
力

×
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
）
を
育
成
す
る
た
め
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
者

は
、
当
該
事
業
を
推
進
す
る
私
情
協
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
・
情
報
倫
理
分
科
会
の
主
査
で
す
。
本

研
究
は
、
開
発
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
普
及
さ

せ
る
準
備
と
し
て
、
指
導
法
及
び
そ
れ
ら
を
活

用
し
て
効
果
的
に
学
生
に
指
導
を
行
う
た
め
の

ゲ
ー
ミ
ン
グ
教
材
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
全
て
の
分
野
共
通
に
求
め
ら
れ
る

初
年
次
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
在
り
方
を

初
等
中
等
教
育
と
の
関
連
を
検
討
し
な
が
ら
明

ら
か
に
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
本
研
究
グ
ル
ー
プ
が
所
属
す
る
学

科
に
お
い
て
I
C
T
問
題
解
決
力
育
成
を
目

指
し
た
指
導
法
を
開
発
し
、
ゲ
ー
ミ
ン
グ
教
材

を
試
作
し
て
効
果
検
証
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
を

基
に
、
広
く
多
く
の
大
学
で
I
C
T 

問
題
解

決
力
育
成
の
た
め
に
汎
用
的
に
活
用
で
き
る
指

導
法
を
開
発
し
、
そ
れ
に
対
応
し
た
ゲ
ー
ミ
ン

グ
教
材
開
発
の
手
法
を
確
立
し
ま
す
。

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
委

託
研
究

戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業

研
究
課
題

「
自
律
機
械
と
市
民
を
つ
な
ぐ
責
任
概
念
の

策
定
」（
研
究
代
表
者
　
松
浦
和
也
）

研
究
題
目

「
日
本
の
仏
教
思
想
と
武
士
道
に
お
け
る
「
所

有
」」（
研
究
担
当
者
　
岡
田
大
助
）

（
平
成
29
年
₁₀
月
1
日
か
ら
平
成
₃₁
年
3
月
₃₁
日
ま
で
）

基
礎
・
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー

　

岡
田 

大
助 

准
教
授

　こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
近
い
未
来
に
、
あ

る
い
は
す
で
に
一
部
実
現
し
て
い
る
自
律
機
械

（
い
わ
ゆ
る
人
工
知
能
を
備
え
た
機
械
）
の
出

現
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
と
市
民
と
を
つ
な
ぐ
新

た
な
責
任
概
念
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　
研
究
は
、情
報
技
術
チ
ー
ム
、社
会
制
度
チ
ー

ム
、
哲
学
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
共
同
し
て
行
い

ま
す
。期
間
は
3
年
半
に
わ
た
る
予
定
で
す
が
、

本
年
度
は
、
所
有
の
問
題
を
扱
い
ま
す
。
私
が

所
属
す
る
哲
学
チ
ー
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
に
お
け
る
「
所
有
」
概
念
に
関
す
る
文
献

学
的
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

　
私
は
、
日
本
の
仏
教
思
想
や
武
士
道
を
研

究
す
る
立
場
か
ら
、「
日
本
の
仏
教
思
想
と
武

士
道
に
お
け
る
「
所
有
」」
に
つ
い
て
検
討
し
、

日
本
の
一
般
的
な
市
民
が
伝
統
的
に
持
っ
て
い

る
所
有
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
し
あ
た
り
、
所
有
を
、
誰
か
が
何
か
を
持

ち
そ
の
状
態
を
持
続
す
る
こ
と
と
定
義
し
て
お

き
ま
す
。
ま
ず
、
仏
教
思
想
か
ら
見
る
と
、
所

有
は
そ
も
そ
も
成
り
立
た
ち
ま
せ
ん
。
仏
教
の

縁
起
と
い
う
考
え
方
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
所
有

す
る
者
も
さ
れ
る
物
も
、
一
時
的
に
何
か
が
依

り
あ
っ
て
仮
に
で
き
て
い
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、

固
定
的
に
持
続
す
る
実
体
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
か
ら
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
武
士
道
の
担
い
手
で
あ
る
武
士

は
、
戦
闘
を
生
業
と
し
、
自
ら
の
実
力
に
よ
っ

て
所
領
を
維
持
・
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
限
り
、
所
有
を
肯
定
し
、

そ
れ
を
求
め
て
い
た
と
い
え
ま
す
。
他
方
、
武

士
は
、
上
記
の
仏
教
思
想
に
よ
っ
て
所
有
へ
の

欲
求
を
否
定
し
、
相
対
化
し
て
い
ま
し
た
。
武

士
は
、
所
有
に
対
し
て
矛
盾
す
る
両
義
的
な
立

場
を
取
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
考
え
方
は
、
所
有
を
素
朴
に
肯
定
し
な
が

ら
も
、
ど
こ
か
で
そ
れ
に
醒
め
て
い
る
今
日
の

多
く
の
日
本
人
の
考
え
方
に
通
じ
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。

　
こ
の
研
究
で
は
、
武
士
の
所
有
に
つ
い
て
の

両
義
的
な
考
え
方
を
、代
表
的
な
武
士
道
書『
甲

陽
軍
鑑
』
お
よ
び
『
葉
隠
』
の
文
献
調
査
、
思

想
内
容
の
解
釈
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
日
本
の
一
般
的
な
市
民
が
伝
統
的
に
持
っ

て
い
る
所
有
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
一
端
を
明

ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

教育研究活動 学外研究費の獲得研究紹介
R

EPO
R

T
科学研究費補助金（学術研究助成基金助成金）が
交付された研究を紹介します。 研究

レポート

グ
レ
ゴ
リ
夫
人
と
文
芸
サ
ロ
ン

　― 

情
報
・
教
育
・
活
動
の
領
域
　

（
平
成
29
年
度
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金

　基
盤
研
究
（
C
）に
採
択
）

　グ
レ
ゴ
リ
夫
人
（Lady Isabella A

ugusta 

G
regory,1852-1932

）
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
近

現
代
の
文
学
・
文
化
的
基
盤
の
構
築
の
た
め

に
生
涯
を
捧
げ
た
ア
ン
グ
ロ
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

系
の
最
後
の
貴
族
で
す
。
彼
女
の
ま
わ
り
に

集
っ
た
人
物
は
、詩
人
・
劇
作
家
の
W
．B
．イ
ェ

イ
ツ
、劇
作
家
J
．M
．シ
ン
グ
や
G
．B
．シ
ョ
ウ
、

ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ジ
ョ
イ
ス
を
初
め
、
当
時
の

才
能
あ
ふ
れ
る
文
人
・
教
養
人
が
名
を
連
ね
、

こ
れ
に
比
肩
で
き
る
例
は
他
に
見
当
た
り
ま

せ
ん
。
独
特
の
皮
肉
を
飛
ば
す
こ
と
で
も
有

名
だ
っ
た
劇
作
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・

シ
ョ
ウ
で
さ
え
も
が
「
現
存
す
る
最
も
偉
大

な
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
女
性
」
と
称
賛
す
る
女
性

で
す
。
本
人
が
ゲ
ー
ル
語
を
解
し
、
劇
作
家

で
あ
る
一
方
で
、
社
会
的
に
も
現
在
の
国
民

劇
場
ア
ベ
イ
座
と
ヒ
ュ
ー
・
レ
イ
ン
現
代
美

術
館
創
設
の
原
動
力
と
も
な
り
ま
し
た
。

　19
世
紀
後
半
以
降
、
英
国
か
ら
の
独
立
を

目
指
す
動
き
が
活
発
化
し
ま
す
。
国
土
面
に

お
け
る
物
理
的
独
立
だ
け
で
な
く
、
精
神
的

独
立
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
英

国
に
よ
る
長
い
統
治
の
間
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
固
有
の
文
化
は
ほ
と
ん
ど
打
ち
捨
て
ら

れ
た
状
況
に
あ
り
、
瀕
死
状
態
に
あ
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
語
・

芸
術
の
掘
り
起
し
と
復
活
が
求
め
ら
れ
た
の

で
す
。
特
に
、
I
C
T
の
現
代
に
置
き
換
え

る
と
、
文
学
は
世
界
に
発
信
で
き
る
知
的
な

手
段
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
国
の
知
性
と

品
格
を
表
す
指
標
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
独
立
運
動
は
、
文
化
的
後
進
か

ら
先
進
国
へ
の
仲
間
入
り
を
目
指
し
、
20
世

紀
前
半
の
文
芸
復
興
運
動
の
大
き
な
う
ね
り

と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
心
に
存
在
し
て
い
た

の
が
、
グ
レ
ゴ
リ
夫
人
で
し
た
。

　こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、

イ
ェ
イ
ツ
や
グ
レ
ゴ
リ
夫
人
を
中
心
と
し
た

文
芸
復
興
運
動
の
研
究
は
十
分
な
蓄
積
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
グ
レ
ゴ
リ
夫
人
に
限
っ

て
み
る
と
、
現
代
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
文
化
的

基
盤
を
構
築
し
た
と
い
う
活
動
面
に
は
十

分
な
注
視
が
注
が
れ
て
い
ま
す
が
、
彼
女
自

身
が
著
し
た
著
作
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検

討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
日
本
に
、
彼
女
の
作
品
の
一
部
は
紹
介

さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
イ
ェ
イ
ツ
に
劇
作
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
な
が
ら

も
具
体
的
、
か
つ
詳
細
に
は
こ
れ
か
ら
の
研

究
結
果
が
待
た
れ
る
と
考
え
ま
す
。
今
回
の

研
究
に
5
年
間
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
期
間
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
望
外
の
よ
ろ
こ
び
で

し
た
。
研
究
の
さ
ら
な
る
進
展
と
実
り
あ
る

成
果
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
初
心
に

戻
っ
て
目
的
達
成
に
励
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

メディアコミュニケーション学部
情報文化学科

海老澤 邦江  教授


